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　ニッポンのモノ作りの一翼を担ってきた高専が社会環境の変化に
合わせて活躍の場を広げている。「高専に任せろ！ 」第２部の舞
台は陸・海・空だ。空の安全、海の復権、そして陸の平穏。高専生が森羅
万象に目配せする。まずは青い空が映える沖縄工業高等専門学校で
始まった高専初の「航空技術者プログラム」をお伝えする。

　
７
月

日
、
沖
縄
高
専
で

開
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
。
来
年
か
近
い
将
来
、

こ
こ
で
学
び
た
い
と
考
え
て

い
る
中
学
生
や
そ
の
保
護
者

が
白
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
っ

て
い
く
。
そ
の
一
画
で
は
普

通
の
高
専
で
は
経
験
で
き
な

い
催
し
が
行
わ
れ
て
い
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
や
ジ
ェ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
の
解
説
講
座
、
客
室

乗
務
員
の
お
仕
事
講
座
。
制

服
写
真
の
撮
影
も
あ
っ
た
。

特
別
企
画
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ

ル
ー
プ
の
日
本
ト
ラ
ン
ス
オ

ー
シ
ャ
ン
航
空
（
Ｊ
Ｔ
Ａ
）

の
全
面
協
力
の
も
と
で
企
画

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
沖
縄

高
専
卒
業
生
で
航
空
業
界
に

勤
め
る
先
輩
も
駆
け
つ
け
て

こ
の
業
界
の
魅
力
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
た
。

国
立
高
専
で
唯
一

　
全
国

あ
る
国
立
高
専
の

中
で
、
明
確
に
航
空
業
界
で

働
く
人
材
を
育
成
す
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

る
の
は
沖
縄
高
専
だ
け
だ
。

　
世
界
の
旅
客
需
要
は
年
率

５
％
で
成
長
。
国
内
で
も
格

安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の

就
航
が
伸
び
て
い
る
。
航
空

会
社
や
航
空
機
産
業
な
ど
の

成
長
期
待
が
高
ま
り
、
拠
点

空
港
と
し
て
存
在
感
を
増
し

て
い
る
の
が
、
沖
縄
県
の
那

覇
空
港
だ
。

　
那
覇
空
港
で
は
、
日
本
や

ア
ジ
ア
各
地
の
食
品
や
工
業

製
品
が
集
ま
る
重
要
な
ハ
ブ

空
港
と
し
て
の
役
割
が
軌
道

に
乗
っ
て
き
た
。
貨
物
の
取

扱
量
も
年
々
増
え
、
２
０
２

０
年
に
は
２
本
目
の
滑
走
路

の
供
用
も
始
ま
る
。

　
沖
縄
県
も

年
に
改
定
・

公
開
し
た
「
沖
縄
県
ア
ジ
ア

経
済
戦
略
構
想
推
進
計
画
」

に
お
い
て
、
航
空
機
関
連
を

県
の
新
産
業
と
し
て
育
成
す

る
考
え
を
盛
り
込
ん
だ
。
そ

う
な
る
と
喫
緊
の
課
題
が
、

整
備
機
能
の
強
化
。
そ
し
て

整
備
士
な
ど
航
空
機
人
材
の

確
保
だ
。
航
空
会
社
は
専
門

学
校
の
卒
業
生
を
採
用
し
た

り
、
自
社
で
育
て
た
り
し
て

い
る
が
、
優
秀
な
人
材
の
獲

得
競
争
と
な
っ
て
い
る
。

　
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の

が
、
高
度
な
理
論
と
実
践
を

両
輪
で
備
え
た
高
専
生
だ
。

沖
縄
高
専
で
は
、

年
度
か

ら
全
国
初
の
「
航
空
技
術
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
ス
タ
ー
ト
。

航
空
機
の
整
備
士
や
エ
ン
ジ

ニ
ア
な
ど
を
育
て
る
専
門
的

な
授
業
が
組
ま
れ
、
早
く
も

空
を
支
え
る
人
材
が
育
ち
始

め
て
い
る
。

　
「
リ
ベ
ッ
ト
を
し
っ
か
り

と
お
さ
め
て
。
機
体
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
に
、
滑
ら
か

な
仕
上
げ
に
し
て
ね
」
。

　
沖
縄
高
専
の
野
外
に
設
け

ら
れ
た
施
設
で
は
、
学
生
５

人
が
「
リ
ベ
ッ
ト
」
と
呼
ば

れ
る
ネ
ジ
部
品
を
専
用
の
工

具
で
た
た
い
て
い
た
。
リ
ベ

ッ
ト
を
機
体
に
模
し
た
パ
ネ

ル
に
取
り
付
け
る
研
修
だ

が
、
た
た
き
方
が
悪
い
と
機

体
の
亀
裂
の
原
因
に
な
っ
て

し
ま
う
。
機
体
の
整
備
の
中

で
も
重
要
な
工
程
だ
。

　
航
空
技
術
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
高
専
の
通
常
の
授
業
と
は

別
に
、
希
望
者
に
対
し
て
実

施
す
る
。
受
講
者
は
週
に
１

回
、
座
学

分
、
実
技
１
８

０
分
の
授
業
を
そ
れ
ぞ
れ
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
沖
縄
高
専
に
は
４
学
科
あ

り
、機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
、

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学

科
、
メ
デ
ィ
ア
情
報
工
学
科

と
い
う
３
学
科
を
対
象
に
希

望
者
を
募
る
。
面
接
な
ど
の

選
考
を
経
た
１
学
年

〜

人
程
度
が
学
ん
で
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ａ
の
出
身
で
指
導
に

あ
た
る
同
高
専
の
非
常
勤
講

師
、
伊
佐
哲
夫
氏
は
「
少
人

数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
か
ら
、

生
徒
へ
の
目
も
行
き
届
く
。

自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募

し
て
き
た
だ
け
に
学
生
の
授

業
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

高
い
」
と
話
す
。

実
践
技
能
教
え
る

　
授
業
は
４
年
生
か
ら
始
ま

る
。
１
年
目
は
航
空
機
の
整

備
に
関
す
る
物
理
学
な
ど
の

基
礎
知
識
を
習
得
。
５
年
生

に
な
る
と
整
備
基
礎
、
航
空

実
習
と
い
っ
た
よ
り
専
門
的

な
授
業
と
な
る
。
卒
業
後
は

そ
の
ま
ま
就
職
す
る
ほ
か
、

専
攻
科
に
進
学
し
て
さ
ら
に

高
度
な
技
能
を
学
ぶ
道
も
あ

る
。
最
終
的
に
、
国
家
資
格

で
あ
る
１
等
航
空
整
備
士
や

航
空
無
線
通
信
士
を
取
得
す

る
人
材
を
育
て
て
い
く
。

　
授
業
の
中
身
は
極
め
て
実

践
的
だ
。
教
材
は
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）

の
整
備
士
が
入
社
後
に
使
用

す
る
基
礎
訓
練
資
料
。
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｈ
Ｄ
が
協
力
す
る
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
沖
縄
空

港
な
ど
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
整

備
士
が
訓
練
で
実
際
に
使
う

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
も
活
用
す

る
。
航
空
機
に
関
わ
る
難
し

さ
と
魅
力
を
、
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
同
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
こ
う
も
記
さ
れ
て
い
る
。

「
採
用
試
験
か
ど
こ
か
の
場

面
で
、
『
そ
ん
な
こ
と
ま
で

し
っ
て
い
る
ん
だ
』
と
面
接

官
に
言
わ
れ
る
人
に
な
る
よ

う
に
し
ま
す
」
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ｄ
出
身
で
整
備

士
の
資
格
を
も
つ
機
械
シ
ス

テ
ム
工
学
科
の
田
口
学
教
授

は
「
応
募
は
自
由
だ
が
、
受

講
に
は
強
い
覚
悟
が
求
め
ら

れ
る
」
と
話
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
強
制
で
は
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
受
講
を
続
け
る
強

い
意
志
も
求
め
ら
れ
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
多
彩

な
人
材
が
育
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ａ
に
勤
め
る
金
城
優

生
さ
ん
も
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

自
主
的
に
受
け
た
。
「
手
を

動
か
す
仕
事
に
興
味
が
わ
い

た
」
と
い
い
、
現
在
は
Ｊ
Ｔ

Ａ
で
整
備
士
と
し
て
働
く
。

　
ま
た
、
安
元
康
貴
さ
ん
は

愛
知
県
の
大
学
に
進
学
し
た

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
か
げ

で
「
も
と
も
と
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
の
物
づ
く
り
が
好
き
だ
っ

た
が
、
飛
行
機
の
構
造
に
興

味
が
わ
い
た
」
と
話
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
じ
て
整

備
士
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ

た
学
生
も
多
い
。
Ｏ
Ｂ
の
天

願
優
貴
さ
ん
は
「
沖
縄
は
県

外
に
行
く
の
に
必
ず
飛
行
機

を
使
う
。
地
元
の
人
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

年
度
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
講
し
た
履
修
生
の
う
ち
６

人
が
、
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ｄ
が
全
額

出
資
で
設
立
し
た
航
空
機
の

整
備
・
修
理
・
改
造
を
手
掛

け
る
「
Ｍ
Ｒ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」

を
は
じ
め
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
ピ
ー

チ
・
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

関
連
企
業
に
就
職
し
た
。

　
航
空
会
社
の
あ
る
整
備
士

採
用
の
担
当
役
員
は
「
飛
行

機
が
好
き
な
だ
け
で
は
困

る
。
基
礎
的
な
学
力
と
理
論

に
裏
打
ち
さ
れ
た
技
術
を
学

ん
で
き
た
高
専
出
身
者
は
頼

も
し
い
」
と
評
価
す
る
。

　
沖
縄
高
専
で
は
今
後
、
航

空
機
に
関
わ
る
授
業
を
さ
ら

に
拡
充
し
て
い
く
考
え
だ
。

航
空
会
社
の
整
備
士
だ
け
で

な
く
、
航
空
機
や
エ
ン
ジ
ン

な
ど
を
扱
う
重
工
業
メ
ー
カ

ー
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

沖
縄
高
専
が
航
空
機
産
業
を

支
え
る
人
材
輩
出
の
ハ
ブ
と

な
り
、
各
分
野
に
羽
ば
た
い

た
卒
業
生
ら
が
成
果
を
出
す

日
も
近
い
。

（
大
西
綾
、
編
集
委
員
　
田

中
陽
）
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九
州
工
業
大
学
発
の
ス
ペ
ー
ス
ウ
ォ

ー
カ
ー（
東
京
・
港
）が
１
日
、「
日
本
版

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
」構
想
を
発
表
し

た
。２
０
２
７
年
ご
ろ
の
打
ち
上
げ
を

目
指
し
て
お
り
、実
現
す
れ
ば
国
内
初

の
有
人
宇
宙
機
に
な
る
見
込
み
だ
。宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）な

ど
か
ら
助
言
を
も
ら
い
、難
度
の
高
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦
す
る
。

　
「
難
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
。

だ
が
本
気
だ
。
誰
か
が
有
人
飛
行
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
。
大
山
よ
し
た

か
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
会

見
で
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
ス
ペ
ー
ス
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
創
業
者
の

米
本
浩
一
九
工
大
教
授
が
持
つ
宇
宙
飛

行
機
の
技
術
を
活
用
し
、
開
発
を
進
め

る
。
今
回
Ｉ
Ｈ
Ｉ
や
川
崎
重
工
業
と
事

業
協
力
を
検
討
す
る
覚
書
を
結
ん
だ
。

エ
ン
ジ
ン
や
機
体
の
開
発
に
両
社
の
技

術
を
活
用
し
た
い
考
え
だ
と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
国
内
で
の
宇
宙
機
の

開
発
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
担
当
し
、
共
同
開

発
と
事
業
化
を
三
菱
重
工
業
や
Ｉ
Ｈ
Ｉ

エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
（
東
京
・
江
東
）
が

担
っ
て
き
た
。
だ
が
近
年
、
技
術
の
汎

用
化
や
民
生
品
を
活
用
し
た
部
品
開
発

技
術
が
進
み
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
も

宇
宙
開
発
を
担
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
有
人
宇
宙
機
に
要
求
さ

れ
る
技
術
水
準
は
極
め
て
高
い
。
米
本

教
授
は
「
無
人
機
で
実
績
を
重
ね
て
安

全
性
を
担
保
し
た
い
」
と
話
す
。
技
術

的
に
実
現
で
き
た
と
し
て
も
、
有
人
飛

行
は
法
整
備
も
整
っ
て
お
ら
ず
、
商
業

化
へ
の
道
は
厳
し
い
も
の
と
な
る
。

　
さ
ら
に
資
金
面
で
も
課
題
は
多
い
。

あ
る
国
内
宇
宙
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
幹

部
は
「
日
本
は
宇
宙
企
業
に
対
す
る
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
供
給
が
少
な
い
」と
嘆
く
。

ス
ペ
ー
ス
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
今
回
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
と
研
究
開
発
に
取
り
組
む
た
め
、

政
府
系
や
官
民
フ
ァ
ン
ド
な
ど
か
ら
の

資
金
供
給
が
期
待
で
き
る
が
、
有
人
機

ま
で
の
開
発
に
は
１
０
０
０
億
円
近
く

か
か
る
見
込
み
だ
。

　
ま
ず
、

年
ご
ろ
に
開
発
費
１
０
０

億
円
弱
の
実
験
機
で
宇
宙
飛
行
を
行
う

計
画
。
と
り
あ
え
ず
目
先
の
開
発
資
金

を
集
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
日
本
版

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
最
初
の
ハ
ー
ド

ル
に
な
り
そ
う
だ
。

（
矢
野
摂
士
）

九工大の米本教授（右
から４人目）らが有人
宇宙機の開発を目指す
（１日、東京都渋谷区）

有人宇宙機　民間で挑む　打ち上げ 年に

第２部　陸海空の精鋭　①

「安全守る」
意識高く

　◆富士フイルムホールディングス　次の成長領域と位
置づけるヘルスケア事業で 年度までに売上高 億
円、営業利益率８％を目指す。各事業の責任者である３
人のキーマンに戦略を聞いた。

　ヘルスケア　得意領域に集中

　◆早稲田大学　コンタクトレンズに電子回路を組み込
む技術を開発した。電気に反応して集まって固まる材料
を使って接着、電気を流したときの安全性を確かめた。
将来は、身につける情報機器としての活用を見込む。

　コンタクトに電子回路

　

ス
ー
パ
ー
カ
ブ
還
暦

　◆キヤノンメディカルシステムズ　体内の臓器を鮮明
な画像で見られる超音波診断装置を開発。２種類の超音
波を組み合わせる技術により、体の奥が見やすくなった。
診断精度が向上し、患者の早期治療につながる。

　２つの超音波で臓器鮮明に

風力発電機　

詳細を電子版ビジュアルデータに。


